


表紙写真　明  野（山梨県）

広大なひまわり畑の中で私を撮ってと主張していた一輪にスポットを当てました

田 中  千 惠 　　

　
　
表
紙
絵
提
供
　
田
中
千
惠
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
海
上
日
動
代
理
店（
三
鷹
中
央
支
部
）勤
務

団
塊
世
代
・
青
森
県
出
身
・
練
馬
区
在
住

雑
誌
編
集
記
者
を
経
て
、
Ｓ
56
年
東
京
海
上
代
理
店
に
。

写
真
は
、
６
年
程
前
キ
ャ
ノ
ン
Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
カ
メ
ラ
を
購
入
し
た
の
が

キ
ッ
カ
ケ
で
、
Ｅ
Ｏ
Ｓ
学
園
に
学
び

プ
ロ
写
真
家
、
三
輪
　
董
先
生
に
指
導
を
受
け
て
い
る
。
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今
、
武
蔵
野
法
人
会
は
、
公
益
社
団
法
人
認
定
取
得
に
向
け
て
大
き
な

改
革
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
改
革
案
は
連
動
し
な
が
ら
も
大

き
く
2
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
1
つ
は
公
益
社
団
法
人
化
に
向
け
て
の
認
定

取
得
改
革
。
も
う
1
つ
は
、
こ
の
制
度
改
革
を
好
機
と
と
ら
え
た
本
部
・

支
部
の
組
織
改
革
で
す
。

　
こ
の
動
き
始
め
た
2
つ
の
改
革
案
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、

7
月
15
日 

梅
根
会
長
に
お
聞
き
し
た
。  

（
広
報
委
員
　
川
井
信
良
）

公
益
社
団
法
人
の
認
定
は

法
人
会
の
ス
テ
ー
タ
ス

質  

最
初
に
確
認
し
た
い
の
で
す
が
、
今
回

の
改
革
案
は
、
公
益
社
団
法
人
化
に
向
け
て

の
改
革
と
、
こ
の
改
革
に
連
動
し
た
も
う
1

つ
の
改
革
、
言
わ
ば
2
つ
の
改
革
が
同
時
に

提
案
さ
れ
た
と
解
釈
し
て
よ
ろ
し
い
の
で

し
ょ
う
か
。

会
長
　
そ
う
で
す
。
公
益
社
団
法
人
認
可
取

得
の
た
め
の
改
革
と
、
こ
の
機
会
を
好
機
と

し
て
捉
え
て
、
公
益
法
人
に
連
動
し
た
よ
り

良
い
組
織
づ
く
り
、
特
に
支
部
組
織
を
再
構

築
し
よ
う
と
い
う
改
革
の
２
つ
で
す
。

質  

と
こ
ろ
で
、
法
人
会
が
一
般
社
団
法
人

で
は
な
く
、
公
益
社
団
法
人（
以
下
、
公
益

法
人
）
を
選
ん
だ
理
由
は
何
で
す
か
。

会
長
　
今
ま
で
は
社
団
法
人
そ
の
も
の
が
公

益
的
な
法
人
で
す
か
ら
、
法
人
会
は
す
で
に

公
益
法
人
な
ん
で
す
ね
。
創
立
か
ら
の
歴
史

と
か
伝
統
、
事
業
の
実
績
を
み
ま
す
と「
今

ま
で
も
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
、
当
然
公
益

法
人
を
と
る
べ
き
」、
と
い
う
の
が
法
人
会

全
体
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
す
。
す
で
に
平
成

18
年
の
５
月
に
東
京
法
人
会
連
合
会
（
以

下
、
東
法
連
と
記
載
）
の
総
会
で
「
我
々
は

一
体
と
な
っ
て
公
益
法
人
を
目
指
そ
う
」と

い
う
決
議
を
し
て
い
ま
す
。

質  

そ
れ
で
、
公
益
法
人
に
な
る
メ
リ
ッ
ト

は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

会
長
　
何
よ
り
高
い
社
会
的
な
地
位
・
評
価

で
す
。
解
り
や
す
く
言
い
ま
す
と
、
一
般
社

団
法
人
（
以
下
、
一
般
法
人
）
は
登
記
す
れ

ば
簡
単
に
取
得
で
き
る
、
県
人
会
と
か
同
窓

会
の
レ
ベ
ル
で
す
。
公
益
法
人
の
認
可
に
は

し
っ
か
り
し
た
組
織
と
透
明
性
が
求
め
ら

れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
信
用
の
置
け
る
団

体
で
す
と
国
か
ら
認
定
さ
れ
る
わ
け
だ
か

ら
、
こ
れ
は
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

公
益
法
人
認
定
へ
の

3
つ
の
要
件

質  

そ
れ
で
は
、
公
益
法
人
の
認
定
に
必
要
な

要
件
は
、
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

会
長
　
公
益
法
人
の
認
定
を
受
け
る
に
は
、
３

つ
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
こ
れ
ま
で
も

し
て
き
た
、
公
益
目
的
事
業
を
行
う
こ
と
。

　
２
つ
目
は
、
公
益
目
的
事
業
を
一
般
公
開

し
て
、
会
員
の
た
め
だ
け
で
な
く
不
特
定
多

数
の
利
益
の
た
め
に
も
す
る
こ
と
で
す
。
例

え
ば
、
税
の
研
修
会
を
す
る
と
き
は
、
一
般

の
参
加
も
募
り
ま
す
。

　
３
つ
目
が
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
の
で
す
が
、

会
員
並
び
に
一
般
を
対
象
と
し
た
公
益
目
的

事
業
を
、
事
業
全
体
ま
た
総
支
出
の
２
分
の

１
以
上
に
し
な
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
の
３
つ

が
、
公
益
法
人
に
な
る
３
大
要
件
で
す
。

ハ
ー
ド
ル
は

『
2
分
の
1
基
準
』と

高
い
透
明
性

質  

こ
れ
ま
で
し
て
き
た
こ
と
が
主
体
と
す

れ
ば
、
認
可
の
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
と
考
え
て

よ
い
で
す
か
。

会
長
　
そ
う
で
す
。
認
定
へ
の
高
い
ハ
ー
ド
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ル
は
『
２
分
の
１
基
準
』
だ
け
で
す
。

質  

事
業
の
他
に
も
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

会
長
　
高
い
透
明
性
を
求
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
本
部
と
支
部
の
会
計
を
一
体
化
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
支
部
、
部
会

に
は
交
付
金
を
年
に
１
回
お
渡
し
し
て「
後

は
ご
自
由
に
」と
自
主
性
に
任
せ
て
い
た
の

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
本
部
か
ら
仮
払
い

を
し
て
、
事
業
が
終
わ
っ
た
あ
と
清
算
し
て

１
本
の
会
計
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

認
定
と
連
動
し
て

新
し
い
時
代
に
沿
っ
た

法
人
会
に
改
革

質  

も
う
一
つ
の
改
革
。
今
回
の
公
益
法
人

化
の
改
革
に
連
動
さ
せ
た
改
革
で
す
が
、
ど

ん
な
ね
ら
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

会
長
　
武
蔵
野
法
人
会
は
設
立
後
半
世
紀
を

超
え
て
、
組
織
面
、
制
度
面
、
ま
た
、
残
念

な
が
ら
会
員
減
少
傾
向
な
ど
も
含
め
て
制
度

疲
労
を
起
こ
し
て
い
ま
す
か
ら
、
法
制
度
改

革
を
好
機
と
捉
え
、
新
し
い
時
代
に
見
合
う

法
人
会
へ
変
え
て
ゆ
こ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
公
益
法
人
制
度
改
革
対

策
協
議
会
（
以
後
、
改
革
協
議
会
）
を
今
年

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

支
部
再
編
成（
合
併
）に
よ
り

活
性
化
を
図
り
た
い

質  

改
革
協
議
会
が
考
え
て
い
る
改
革
の
内

容
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

会
長
　
支
部
組
織
を
再
編
成
し
て
効
率
化
や
、

簡
素
化
を
進
め
、
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。
支
部
の
役
員
の
ほ
と
ん
ど
は
本
部
の
委

員
会
役
員
な
ど
を
兼
務
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

質  

支
部
と
本
部
の
一
体
化
を
図
る
と
い
う

こ
と
で
す
か
。

会
長
　
支
部
の
自
主
性
は
極
力
尊
重
し

ま
す
が
、
会
計
だ
け
で
な
く
、
事
業
に
つ

い
て
も
２
分
の
１
基
準
が
あ
る
の
で
、

出
来
る
だ
け
一
体
化
し
て
や
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
支
部
役
員
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
本
部
の
事
業
に
関
心
を
深
め
て

も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

質  

支
部
合
併
案
に
つ
い
て
、
現
在
の
状

況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

会
長
　
改
革
協
議
会
の
提
案
を
持
っ
て
、

皆
さ
ん
に
賛
同
を
得
る
た
め
に
説
明
を

し
て
い
る
段
階
で
す
。
そ
の
情
報
を
改

革
協
議
会
に
戻
し
て
検
討
す
る
わ
け
で

す
か
ら
、
今
は
情
報
収
集
の
段
階
と
言

え
ま
す
。

質  

合
併
案
に
対
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
意
見

が
出
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ど
う
お
考
え
で

す
か
。

会
長
　
そ
う
で
す
ね
、
最
終
的
に
は
理
事
会

が
判
断
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
多
く
の
人
が

納
得
出
来
る
合
併
案
が
出
来
れ
ば
よ
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
春
の
総
会
で

移
行
決
議
を
し
た
い

質  

公
益
法
人
認
定
ま
で
の
予
定
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

会
長
　
武
蔵
野
法
人
会
独
自
の
予
定
で
は
な

く
、
平
成
18
年
の
東
法
連
の
総
会
で「
一
体

と
な
っ
て
公
益
法
人
を
と
ろ
う
」と
決
議
し

て
い
ま
す
か
ら
、
基
本
的
に
は
東
法
連
の
予

定
に
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す
。
各
単
位
会
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
、
今
の
予
定
で
は
平
成

22
年
春
の
総
会
で
公
益
法
人
へ
移
行
の
決
議

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
問
題
が
生
じ

て
も
最
終
期
限
の
平
成
25
年
の
11
月
30
日

ま
で
に
は
認
定
を
取
り
ま
す
。

質  

最
後
に
、
今
回
の
改
革
に
つ
い
て
の
会

長
の
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

会
長
　
私
は
今
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ス
タ
ー

ト
に
、
何
回
か
シ
リ
ー
ズ
化
す
る
こ
と
で
、
会

員
の
方
た
ち
に
公
益
法
人
へ
の
ご
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
、
そ
の
上
で
御
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
て
、
法
人
化
が
う
ま
く
進

ん
で
い
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
公
益
性

の
高
い
、
透
明
性
の
あ
る
、
大
変
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
効
い
た
団
体
に
な
り
、
世
間
か
ら
は
高

い
社
会
的
評
価
を
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

　
同
時
に
、
組
織
改
革
、
あ
る
い
は
事
業
の

内
容
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
で
、
多
様
化
し

て
い
る
法
人
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

法
人
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
改
革
に
対
す
る
ご
理
解
を

切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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武蔵野税務署《人事異動》のお知らせ 

本年も7月10日付けで税務署の定期人事異動が発令され、武蔵野税務署の新職員は下記（左側） 
の通りとなりました。今後１年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

〈敬称略〉 

署 長  

副　署　長（筆頭） 

副 署 長  

指定特官（所得）  

指定特官（資産）  

指定特官（法人）  

総 務 課 長  

管 理 １ 統 括  

管 理 ２ 統 括  

連絡調整官（管）  

徴 収 統 括  

個 人 １ 統 括  

個 人 ２ 統 括  

個 人 ３ 統 括  

個 人 ４ 統 括  

個 人 ５ 統 括  

個 人 ６ 統 括  

個 人 ７ 統 括  

連絡調整官（個）  

特　　官（資産）  

資 産 １ 統 括  

資 産 ２ 統 括  

資 産 ３ 統 括  

連絡調整官（産）  

特　　官（法人）  

法 人 １ 統 括  

法人２統括（源泉） 

法 人 ３ 統 括  

法 人 ４ 統 括  

法 人 ５ 統 括  

法 人 ６ 統 括  

連絡調整官（法）  

法人課税審理担当上席 

法人課税消費・印紙税担当上席 

法 人 課 税 審 理 官  

法人課税源泉審理担当上席 

総 務 課 長 補 佐  

総 務 係 長  

会 計 係 長  

山本　廣基 

新垣　真一 

福住　　豊 

水野　章次 

　田　治樹 

鈴木　芳典 

安原　正幸 

矢野　秀喜 

佐藤　敏弘 

小曽戸浩文 

小原　三枝 

山内　伸一 

杉本　孝志 

加藤　勝彦 

村松　英一 

後藤　　寛 

渡邉　清子 

田中　信弘 

松浦　浩一 

五十嵐　博 

関口　一男 

本田　利美 

扇谷　清彦 

三宮　雄二 

橋本　　昇 

梅原　久和 

田中　和彦 

佐戸　　奏 

田名部与吉 

中嶋　靖泰 

阿部　正博 

木村　智人 

牛米　正樹 

中島　信博 

土田　　剛 

村山奈緒美 

岩田　　猛 

森永　貴光 

續木　政士 

新　　　任　　　者 
 

前　　　任　　　者 
 

日本橋　特官（法人） 

沖縄事務所　訟務官 

留　　任 

留　　任 

留　　任 

武蔵府中　副署長 

留　　任 

新宿　管徴3　統括官 

相模原　管徴1　統括官 

留　　任 

留　　任 

目黒　個人1　統括官 

横浜中　個人6　統括官 

日野　個人3　統括官 

八王子　個人4　統括官 

留　　任 

留　　任 

留　　任 

留　　任 

留　　任 

留　　任 

留　　任 

川崎北　資産3　統括官 

杉並　資産　総括上席 

麻布　特官（法人） 

留　　任 

留　　任 

町田　法人3　統括官 

留　　任 

留　　任 

留　　任 

留　　任 

留　　任 

留　　任 

新宿　法人1　調査官 

留　　任 

松戸　法人4　上席 

四谷　法人10　調査官 

留　　任 

板垣　勝義 

柏原　秀充 

福住　　豊 

水野　章次 

　田　治樹 

佐藤　文康 

安原　正幸 

横山　　淳 

及川　　謙 

小曽戸浩文 

小原　三枝 

北濱　幹夫 

遠藤　修身 

佐々木　諭 

江刺家秀次 

後藤　　寛 

渡邉　清子 

田中　信弘 

松浦　浩一 

五十嵐　博 

関口　一男 

本田　利美 

春澤　政志 

坂井　雅貴 

高瀬　郁雄 

梅原　久和 

田中　和彦 

　濟太多徳 

田名部与吉 

中嶋　靖泰 

阿部　正博 

木村　智人 

牛米　正樹 

中島　信博 

二野　裕史 

村山奈緒美 

飯島　昌敏 

畑　　実早 

續木　政士 

東審　第二部　審判官 

税大　総合教育部　教授 

　　　　　　― 

　　　　　　― 

　　　　　　― 

芝　副署長 

　　　　　　― 

豊島　管徴1　統括官 

荏原　個人3　統括官 

　　　　　　― 

　　　　　　― 

京橋　個人1　統括官 

市川　個人2　統括官 

板橋　個人3　統括官 

四谷　個人3　統括官 

　　　　　　― 

　　　　　　― 

　　　　　　― 

　　　　　　― 

　　　　　　― 

　　　　　　― 

　　　　　　― 

甲府　個人3　統括官 

川崎北　資産3　統括官 

20. 3. 31　退職　 

　　　　　　― 

　　　　　　― 

八王子　法人3　統括官 

　　　　　　― 

　　　　　　― 

　　　　　　― 

　　　　　　― 

　　　　　　― 

　　　　　　― 

渋谷　法人1　上席 

　　　　　　― 

荻窪　総務　課長補佐 

四谷　法人1　上席 

　　　　　　― 

 

官　職　名 
氏　名 前  任  署  等 氏　名 転  出  先  等 

 



（5） 平成20年8月5日 ほうじん「むさしの」 第368号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

利用可能な
コンビニエ
ンスストア 

工ー工ム・ピーエム　くらしハウス　ココストア　コミュニティ・ストア　サークルK　サンクス
スリーエイト　スリーエフ　生活彩家　セブン－イレブン　デイリーヤマザキ　ファミリーマート
ポプラ　ミニストップ　ヤマザキデイリーストアー　ローソン　　　　　　　　　　　（50音順） 

－個人事業者のみなさまへ－ 

※1　一部、都税の取扱いをしていない金融機関があります。 
※2　お申込方法等の詳細は、主税局徴収部納税推進課口座振替係（03－5912－7520）へお問い合わせください。 
※3　納付書1枚あたりの合計金額が30万円までのものが納付できます。 
※4 ○ペイジーマークの付いている都税の納付書に限ります。 
 ○領収証書は発行されません。（領収証書が必要な方は、金融機関等の窓ロまたはコンビニエンスストアをご利用ください。） 
 ○新規にパソコンや携帯電話で納付する方は、事前に金融機関への利用申込みが必要です。 
　 （既にご利用の方は新たな申込みは不要です。） 

個人事業税の納税通知書は、8月1日（金）に発送します。 
 

＜納期限＞　平成20年9月1日（月） 
＜ご利用になれる納付方法＞ 
　①　金融機関※1・郵便局・都税事務所（都税支所）・支庁の窓口 
　②　口座振替※2 
　③　コンビニエンスストア※3 

 

 

 

　④　金融機関※1・郵便局のペイジーマークの付いているATM（現金自動預払機）、パソコンや携帯電話※4 
 
 

【お問い合わせ先】東京都立川都税事務所総務課相談広報担当　電話 042－523－3171（代） 
 

実務簿記講座　受講生募集 
 武蔵野法人会　第12回実務簿記講座開講 

 実務にすぐ役立つ簿記講座、借方・貸方アレルギーの方これだけ記帳してみれば青色申告ＯＫ！ 
特に新設法人の方、社長の奥様方、会社で経理を担当される方向けの実務簿記です。 
（検定向けではありません。） 

対     象 
日     程 
時     間 
場     所 
講　  師 
受 講 料 
 
 
募集人員 
申込締切 
 

初級　実務簿記講座 
初めての方  
９月１日（月）・３日（水）・５日（金）・８日（月）・１０日（水）　５日間で１コースとなります。 
１４：３０～１６：３０ 
（社）武蔵野法人会　会議室（武蔵野市中町２－１１－１３） 
東京税理士会武蔵野支部所属税理士　　澤  口　　豊　先生　 
１名　￥５,０００（教材費込） 
下記へのお振込をもって、申込受付とさせていただきます。 
みずほ銀行　三鷹支店　普　１８７１８４４　（社）武蔵野法人会　宛 
申込先着　５０名　 
平成２０年８月２２日（金） ただし、上記定員に達した場合は、締切となります。 
教材手配等の都合上、８月２２日（金）以降にキャンセルされた場合には、受講料
は返金できません。悪しからずご了承願います。 

お申込・お問合せは（社）武蔵野法人会　事務局まで 
ＴＥＬ： ０４２２－５１－１４４１　ＦＡＸ： ０４２２－５５－５５４４　E-ｍａｉｌ： mhoujin@parkcity.ne.jp
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－会員増強にご協力下さい－

梅
雨
明
け
間
近
の
7
月
10
日
（
木
）
午
後
5
時
30
分
よ
り
、
榎
本
勝
治
支

部
長
は
じ
め
参
加
会
員
28
名
は
三
鷹
駅
近
く
の
東
京
電
力
武
蔵
野
支
社
に

集
い
、
オ
ー
ル
電
化
体
験
を
通
し
て
環
境（
エ
コ
）に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

「
安
心
、快
適
、経
済
性
、環
境
」
に 

優
れ
た
オ
ー
ル
電
化
と
環
境
対
策 

武蔵野 
中央支部 

研修会 

 研
修
は
二
部
構
成
。
第
一
部
の
前
半
は

生
活
営
業
グ
ル
ー
プ
課
長
代
理
の
内
藤
浩

一
氏
に
よ
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て

の
講
義
、
後
半
は
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー

タ
ー
の
実
演
を
拝
見
し
ま
し
た
。
第
二
部

は
同
社
５
階
の
「
ス
カ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン
」

に
場
所
を
移
し
て
懇
親
会
。
有
意
義
な
２

時
間
半
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
電
力
が
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
発
電

効
率
と
安
定
供
給
に
む
け
て
努
力
を
重
ね

る
姿
を
知
る
と
と
も
に
、
産
廃
ほ
ぼ
100
％

リ
サ
イ
ク
ル
や
環
境

に
優
し
い
電
化
製
品

の
開
発
、
さ
ら
に
日

光
国
立
公
園
を
代
表

例
と
す
る
環
境
保
全

活
動
な
ど
、
同
社
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ

ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
に
よ

る
実
演
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド「
安
心
、
快
適
、

経
済
性
、
環
境
」の
絶
好
例
を
見
る
こ
と

が
で
き
て
、
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。
ケ
ー

キ
作
り
、
揚
げ
物
、
炒
め
物
と
実
演
が
進

む
に
つ
れ
て
参
加
会
員
は
次
第
に
前
の

め
り
に
な
り
、
特
に
今
回
は
女
性
会
員

が
目
立
ち
ま
し
た
が
、
製
品
の
機
能
の

み
な
ら
ず
、
涼
し
く
、「
箸
よ
り
重
い
も

の
を
持
つ
こ
と
な
く
」調
理
で
き
、
着
衣

へ
の
引
火
の
心
配
も
な
い
安
心
と
快
適

さ
に
大
き
く
頷
い
て
い
ま
し
た
。

懇
親
会
に
は
石
井
二
美
雄
支
社

長
も
親
し
く
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
社
員
食
堂「
ス
カ
イ
レ
ス

ト
ラ
ン
」
は
も
ち
ろ
ん
Ｉ
Ｈ
ヒ
ー

タ
ー
完
備
、
厨
房
の
方
々
の
腕
前

と
相
ま
っ
て
お
い
し
い
お
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
支
社
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
お
も
て
な
し
を
い
た
だ

い
て
、
参
加
者
は
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。
　（
広
報
委
員
　
鈴
木
克
己
）

委員会・部会・支部会活動報告
2008（平成20）年6月～7月

１．武蔵野中央支部 「安心、快適、経済性、環境」に優れたオール電化と環境対策 … p.6

２．三鷹第五支部 ストライクはもちろん、ガーターでも楽しいボーリング大会 …… p.7

３．青年部会 ４つのタイプ分けで効果的な人間関係を築く ………………………… p.8

４．吉祥寺北第二支部 ちょいイイ男とちょいイイ女のシャレ ………………………………… p.9

５．吉祥寺北第一支部 吉祥寺マーケットにおける百貨店ビジネス …………………………… p.10
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－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

6
月
17
日
（
火
）、
恒
例
の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
調
布
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
の
高
得
点
を
狙
う
だ
け
で
な
く
、
初
参
加
の
方
た

ち
を
ま
じ
え
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
楽
し
み
ま
し
た
。

低
調
さ
に
シ
ョ
ッ
ク
で
、
実
は
あ
ま
り

覚
え
て
い
な
い
の
で
す
。
同
組

の
大
同
生
命
さ
ん
よ
り
「
下
手

で
び
っ
く
り
し
た
」
と
滅
多
に

い
た
だ
け
な
い
お
言
葉
を
頂
戴

す
る
ほ
ど
（
笑
）。
足
が
長
い

（
？
）
せ
い
か
、
玉
を
床
に
転
が

す
と
い
う
競
技
に
ど
う
も
馴
染

め
ま
せ
ん
。
ま
た
、
指
が
太
い
せ

い
か
、
ど
う
し
て
も
合
う
玉
が

無
い
の
で
重
め
の
玉
に
な
っ
て

し
ま
う
、
等
々
言
い
訳
を
考
え

な
が
ら
の
投
球
、
最
悪
で
す
。

レ
ー
ン
ご
と
に
指
導
や

歓
声
で
大
盛
り
上
が
り

右
隣
で
は
、
中
野
支
部
長
が

ス
ト
ラ
イ
ク
、
ス
ペ
ア
ー
の
た

び
に
普
段
拝
見
で
き
な
い
ガ
ッ
ツ
ポ
ー

ズ
！
　
私
の
レ
ー
ン
で
は
大
同
生
命
所

長
さ
ん
の
ス
ト
ラ
イ
ク
が
出
る
と
、
今

の
は
「
腰
が
、
腰
が
」
と
何
度
も
目
の

前
で
腰
を
振
っ
て
解
説
し
て
く
だ
さ

る
。
何
と
参
考
に
な
っ
た
こ
と
か
。
そ

の
姿
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
ス
ト
ラ
イ
ク

が
出
る
と
「
ま
た
来
る
ぞ
」
と
自
分
の

こ
と
に
集
中
で
き
な
い
。

左
隣
の
三
鷹
第
五
支
部
の
女
性
部
隊

は
、
大
歓
声
で
な
ん
と
も
賑
や
か
。
こ

ス
ト
ラ
イ
ク
は
も
ち
ろ
ん 

ガ
ー
タ
ー
で
も
楽
し
い 

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会 

三鷹 
第五支部 

ボーリング大会 

 新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
参
加
を
歓
迎

中
野
支
部
長
他
２
名
で
始
球
式
、
大

歓
声
の
な
か
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。

今
回
非
常
に
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
伊
達
交
通
株
式
会
社
、

Ｋ
Ｒ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
様
が
初
め
て
参

加
さ
れ
、
約
半
分
の
顔
ぶ
れ
が
昨
年
と

変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
ど
の
支
部
で
も

参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
が
い
つ
も
同
じ
、

と
い
う
こ
と
が
悩
み
の
種
だ
と
思
い
ま

す
。
役
員
一
同
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
伊
達
交
通
株
式
会
社
、
Ｋ
Ｒ
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
様
、
ど
う
ぞ
ま
た
来
年
も

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
来
年
は

も
っ
と
は
じ
け
ま
し
ょ
う
。

さ
て
さ
て
、
ゲ
ー
ム
で
す
。
自
分
の

ち
ら
に
は
勝
て
る
か
な
？
　
と
レ
ー
ン

を
見
る
と
、
ガ
ー
タ
ー
防
止
用
の
柵
が

つ
い
て
い
る
。
ボ
ー
ル
は
途
中
で
柵
に

あ
た
り
、
角
度
を
変
え
て
ピ
ン
を
何
本

も
倒
し
て
い
る
。
あ
た
か
も
計
算
し
尽

く
し
た
か
の
よ
う
に
、
最
終
的
に
何
本

も
ピ
ン
を
倒
し
、
大
喜
び
。
次
の
日
寝

込
み
は
し
な
い
か
と
心
配
に
な
る
ほ
ど

飛
び
跳
ね
て
喜
ん
で
い
る
。

皆
様
、
三
鷹
第
五
支
部
っ
て
こ
ん
な

支
部
な
ん
で
す
。
気
取
ら
ず
、
遊
ぶ
と

き
は
皆
で
は
し
ゃ
ぎ
、
笑
っ
て
と
こ
と

ん
楽
し
み
ま
す
。
今
回
は
参
加
を
迷
っ

た
皆
様
、
ど
う
ぞ
来
年
は
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

今
年
は
調
布
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

１
／
３
の
レ
ー
ン
を
埋
め
ま
し
た
。
来

年
は
半
分
、
再
来
年
は
パ
ー
ク
レ
ー
ン

の
全
て
の
レ
ー
ン
を
三
鷹
第
五
支
部
で

埋
め
ま
し
ょ
う
。
高
得
点
を
出
す
だ
け

が
ボ
ー
リ
ン
グ
で
は
な
い
、
そ
ん
な

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
で
し
た
。

最
後
に
景
品
を
御
用
意
く
だ
さ
い
ま

し
た
大
同
生
命
様
は
じ
め
役
員
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
来

年
調
布
パ
ー
ク
レ
ー
ン
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。
　（

広
報
委
員
　
伊
藤
さ
と
み
）
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－会員増強にご協力下さい－

6
月
24
日
（
火
）、
会
員
の
中
野
裕
司
さ
ん
を
講
師
に
、
人
材
開
発
の
技
法

で
あ
る
コ
ー
チ
ン
グ
に
基
づ
い
た
、
相
手
に
伝
わ
り
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方
と
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
活
用
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
は
23
人
で
し
た
。

4
つ
の
タ
イ
プ
分
け
で 

効
果
的
な
人
間
関
係
を
築
く 
青年部会 

セミナー 

 コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
で

社
員
を
伸
ば
す

今
回
は
内
部
講
師
と
し
て
私
に
白
羽

の
矢
が
当
た
り
、
60
分
間
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
頃
は
共
に
研

鑽
し
合
う
仲
間
た
ち
の
前
に
講
師
と
し

て
迎
え
ら
れ
、
い
つ
に
な
く
緊
張
し
ま

し
た
が
、
皆
様
方
の
笑
い
や
頷
き
な
ど

に
助
け
ら
れ
て
何
と
か
役
目
を
果
た
す

こ
と
か
出
来
ま
し
た
。

私
が
コ
ー
チ
ン
グ
に
出
会
っ
た
の
は
、

今
か
ら
10
年
以
上
前
で
し
た
。
日
頃
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
保
険
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
動
し
て
い
る

私
に
と
り
ま
し
て
最
も
大
切
な
の
は
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
関
心
事
を
言
語
化
し

て
夢
プ
ラ
ン
を
作
る
こ
と
で
、
と
て
も

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
仕
事
で
す
。
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
作
る
こ
と
が
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
が
る
、
と
考
え
た
の
が
コ
ー

チ
ン
グ
の
勉
強
を
始
め
た
理
由
で
し
た
。

現
在
で
は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務

に
加
え
て
コ
ー
チ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
や
社
員
研
修
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
目
的
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
が
社
員
を
伸

ば
す
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
こ
に

コ
ー
チ
ン
グ
の
ス
キ
ル
を
使
え
ば
効
果

的
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
で
し
た
。

相
手
の
タ
イ
プ
を
見
極
め
て
、
伝

わ
り
や
す
く
会
話
す
る
。

４
つ
の
タ
イ
プ
分
け
は
コ
ー
チ
ン
グ

ス
キ
ル
の
一
つ
で
、
理
解
し
や
す
く
、

誰
に
で
も
活
用
で
き
る
考
え
方
と
気
づ

か
れ
る
と
思
い
ま
す
。
人
は
そ
の
行
動

や
感
情
の
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
タ
イ
プ
、
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー

タ
イ
プ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
タ
イ
プ
、
プ
ロ

モ
ー
タ
ー
タ
イ
プ
に
分
か
れ
ま
す
。
タ

イ
プ
に
は
優
劣
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

誰
も
が
１
つ
か
ら
３
つ
の
タ
イ
プ
を
併

せ
持
っ
て
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
強
み
が
あ

り
、
置
か
れ
た
立
場
に
よ
っ
て
現
れ
る

度
合
い
が
変
化
し
ま
す
。
人
に
も
よ
り

ま
す
が
、
営
業
部
か
ら
管
理
部
に
異
動

に
な
っ
た
人
は
、
以
前
よ
り
も
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
タ
イ
プ
の
ス
コ
ア
が
高
く

な
っ
た
、
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

こ
の
人
の
タ
イ
プ
は
こ
う
だ
、
あ
の

人
は
こ
う
だ
、
と
機
械
的
に
決
め
付
け

る
の
で
は
な
く
、
傾
向
を
理
解
す
る
こ

と
で
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
タ
イ
プ
に
は
特
長
が
あ
り
、
行
動

や
考
え
方
に
は
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ

り
ま
す
。
自
分
の
タ
イ
プ
を
理
解
し

て
、
相
手
の
タ
イ
プ
を
見
極
め
る
。
そ

し
て
、
相
手
に
合
っ
た
行
動
や
考
え
方

や
言
い
方
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

す
る
の
で
す
。

タ
イ
プ
分
け
が
効
果
的
な
理
由
は
、

人
は
皆
自
分
と
は
異
な
る
か
ら
な
の
で

す
。
背
格
好
、
顔
か
た
ち
も
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
、
感
じ
方
、
行
動
パ

タ
ー
ン
は
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
が
発
信
機
、
相
手
が
受
信
機
と
考
え

る
な
ら
ば
、
自
分
の
周
波
数
に
合
わ
せ

て
も
ら
う
の
を
期
待
す
る
よ
り
、
初
め

か
ら
自
分
が
相
手
に
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を

し
て
、
理
解
し
や
す
い
話
し
方
、
行
動

環
境
を
作
る
こ
と
で
、
良
い
結
果
を
出

す
こ
と
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

「
何
を
言
っ
た
か
」
で
は
な
く
「
ど
の
よ

う
に
伝
わ
っ
た
か
」で
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド

は
相
手
に
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
伝
え

る
、
そ
こ
に
タ
イ
プ
分
け
の
考
え
方
が

あ
る
の
で
す
。（
青
年
部
会
　
中
野
裕
司
）
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6
月
26
日
（
木
）、
法
人
会
館
に
お
い
て
徳
田
彌
寿
子
先
生
を
講
師
に

「
ち
ょ
い
イ
イ
男
と
　
ち
ょ
い
イ
イ
女
の
オ
シ
ャ
レ
」
と
題
す
る
研
修
会
を

開
催
。「
チ
ョ
イ
悪
」
の
次
は
「
枯
れ
せ
ん
」
と
、
20
代
の
女
性
に
も
て
る

40
歳
以
上
の
男
性
が
注
目
さ
れ
る
風
潮
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
を
磨

く
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
を
幾
つ
か
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

①
　
姿
勢
と
呼
吸
。
鼻
か
ら

吸
っ
て
口
か
ら
出
す
と
横
隔

膜
が
広
が
り
、
自
然
に
背
筋

が
伸
び
る
。

②
　
歩
行
と
立
ち
姿
。
一
本
の

線
を
挟
む
よ
う
に
つ
ま
先
と

ひ
ざ
を
正
面
に
向
け
て
、
上

半
身
を
左
右
に
揺
ら
さ
ず
に

歩
く
。
立
ち
姿
は
、
両
肩
が

床
面
に
水
平
に
な
る
よ
う
下

が
っ
て
い
る
肩
を
上
げ
て
修

正
す
る
。

③
　
目
線
は
、
右
か
ら
左
へ
流

す
こ
と
で
　
相
手
に
優
し
い

目
も
と
の
印
象
を
与
え
ら
れ

る
。

等
々
、
手
の
位
置
か
ら
話
し
声
の
大

切
さ
、
髪
の
手
入
れ
、
肌
の
管
理
に
至

る
ま
で
、
今
ま
で「
男
が
そ
ん
な
事
、
気

に
し
て
い
ら
れ
る
か
！
」
と
思
っ
て
い

た
一
つ
一
つ
に
厳
し
い
メ
ス
が
入
れ
ら

れ
た
。

服
装
に
至
っ
て
は
、
自
分
が
好
き
な

色
と
似
合
う
色
は
別
物
、
ネ
ク
タ
イ
の

締
め
方
、
シ
ャ
ツ
の
ス
タ
イ
ル
に
も
見

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
す
れ
ば
、
好

印
象
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
が
潜
ん
で
い
る
。

ち
ょ
い
イ
イ
男
と 

ち
ょ
い
イ
イ
女
の
オ
シ
ャ
レ 
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 好
印
象
を
与
え
る
自
分
を

演
出
す
る

最
近
は
第
一
印
象
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
の
大
切
さ
が
認
知
さ
れ
て
い
る
が
、

徳
田
彌
寿
子
日
本
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
理
事
長
が
開
業
さ
れ
た
18

年
前
は
「
見
た
目
よ
り
中
味
」
の
時
代
、

草
分
け
と
し
て
の
ご
苦
労
は
幾
ば
く
か

で
あ
っ
た
ろ
う
。

イ
メ
ー
ジ
戦
略
は
、
企
業
ト
ッ
プ
や

政
治
家
ば
か
り
で
な
く
、
人
と
の
交
渉

を
避
け
ら
れ
な
い
我
々
に
と
っ
て
も
大

切
で
あ
る
。
第
一
印
象
は
会
っ
て
数
秒

間
に
決
ま
っ
て
し
ま
う
変
更
不
可
能
な

最
重
要
ポ
イ
ン
ト
、
と
認
識
す
る
と
、

ひ
と
言
で
も
聞
き
逃
せ
な
い
と
い
う
気

持
ち
で
聞
き
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

自
分
の
姿
に
惚
れ
る
こ
と
が
大
切

今
や
、
中
味
が
備
わ
っ
て
い
る
の
は

当
た
り
前
、
よ
り
美
し
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
心
掛
け
た
い
。
奇
麗
な
自
分
に
照

れ
な
い
で
、
素
敵
な
紳
士
淑
女
で
い
れ

ば
素
敵
な
行
為
と
し
て
表
れ
、
品
位
に

繋
が
る
。

「
如
何
に
す
れ
ば
自
分
を
良
く
見
せ
る

こ
と
が
出
来
る
か
」、「
自
分
が
ど
う
し

た
い
の
か
」、「
自
分
が
ど
の
様
に
な
り

た
い
の
か
」
を
意
識
し
て
生
活
す
る
こ

と
が
大
切
。

「
ま
ず
、
毎
朝
よ
〜
く
泡
立
て
た
洗
顔

石
鹸
と
ぬ
る
ま
湯
で
顔
を
洗
っ
て
、
奇

麗
に
磨
い
た
鏡
の
前
で
自
分
の
顔
を
見

つ
め
、
自
画
自
賛
す
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
！
　
自
分
の
姿
に
惚
れ
る
こ

と
は
と
て
も
大
切
で
す
よ
」
と
い
う
こ

と
で
終
了
し
た
。

徳
田
先
生
と
今
回
の
お
世
話
役
、
沖

島
副
支
部
長
の
好
印
象
の
出
会
い
の
お

陰
で
、
我
々
支
部
会
員
も
自
分
を
振
り

返
る
機
会
を
も
て
た
研
修
で
あ
っ
た
。

仕
事
の
為
ば
か
り
で
な
く
、
自
分
磨

き
、
オ
シ
ャ
レ
心
を
持
ち
続
け
て
、
毎

日
の
生
活
、
今
後
ま
す
ま
す
謳
歌
し
た

い
も
の
で
あ
る
。
　

（
広
報
委
員
　
小
渕
隆
雄
）
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▲伊勢丹吉祥寺店　吉田支店長

7
月
9
日
（
水
）
伊
勢
丹
吉
祥
寺
店
吉
田
栄
一
支
店
長
を
講
師
に
吉
祥
寺
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
百
貨
店
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
吉

祥
寺
エ
リ
ア
で
提
供
さ
れ
る
食
料
品
、
衣
料
品
、
雑
貨
は
高
評
価
だ
が
、
非
日

常
の
要
素
に
不
満
を
抱
い
て
い
る
調
査
結
果
に
対
応
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

の
中
で
も
、
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
店
舗

が
あ
り
ま
す
。

伊
勢
丹
新
宿
店
の
メ
ン
ズ
館
が
そ
の

例
で
す
。
ど
こ
も
、
紳
士
服
の
売
上
を

一
番
落
と
し
て
い
る
中
で
、
徹
底
し
た

購
買
動
機
調
査
か
ら
の
店
作
り
に
成
功

し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
横
浜
上
大
岡
の

今
回
は
会
員
の
伊
勢
丹
吉
祥
寺
店
吉

田
支
店
長
に
講
師
を
お
願
い
し
、
地
元

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
そ
れ
に
対
応
す
る
伊

勢
丹
の
話
で
す
。
同
氏
は
京
都
支
店
か

ら
三
月
に
転
勤
し
、
吉
祥
寺
支
店
長
十

七
代
目
に
就
任
。
立
川
支
店
の
開
設
に

も
か
か
わ
り
、
吉
祥
寺
の
事
情
に
つ
い

て
も
詳
し
い
方
で
す
。

全
国
で
百
貨
店
の
売
上
不
振
が
伝
え

ら
れ
て
十
年
が
経
ち
、
ピ
ー
ク
の
九
兆

六
千
六
百
億
円
か
ら
現
在
は
七
兆
七
千

億
円
に
減
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

全
国
で
大
手
百
貨
店
の
統
合
が
進
ん
で

い
ま
す
。
伊
勢
丹
も
三
越
と
統
合
、
効

率
を
求
め
規
模
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

吉
祥
寺
支
店
も
ご
他
聞
に
も
れ
ず
、

平
成
八
年
に
売
上
の
ピ
ー
ク
を
達
成
し

た
あ
と
は
、
少
し
売
上
を
減
ら
し
た
も

の
の
現
在
年
商
百
八
十
七
億
円
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
ん
な
情
勢

ゾ
ー
ン
内
で
提
供
さ
れ
る
食
料
品
、
衣

料
品
、
雑
貨
は
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、

非
日
常
の
要
素
に
不
満
を
抱
い
て
い
る

人
も
多
い
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

伊
勢
丹
吉
祥
寺
店
は
品
揃
え
に
独
自
性

を
出
し
、
地
域
に
密
着
し
た
、
た
と
え

ば
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
即
日
お
届

け
、
高
齢
者
向
け
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
新
宿
、
渋
谷
、
立
川
と
の
競
争

に
負
け
な
い
よ
う
に
と
営
業
方
針
が
定

ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
駐
車
場
、
駐

輪
場
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
文
化
施
設

の
整
備
な
ど
、
街
の
魅
力
度
を
あ
げ
る

施
策
を
行
政
に
も
お
願
い
し
た
い
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
に
基
づ
い
た
、
明
快
な

一
時
間
の
講
演
内
容
に
多
く
の
賛
同
を

得
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
吉
祥
寺
店
が
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の

か
が
楽
し
み
で
す

研
修
後
の
異
業
種
交
流
会
は
、
駆
け

つ
け
ら
れ
た
邑
上
市
長
の
ご
挨
拶
を
頂

き
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
雰
囲
気
で
始
ま
り
ま
す
。
担
当
役
員

が
交
流
の
実
が
挙
が
る
よ
う
に
と
、
い

ろ
い
ろ
と
お
骨
折
り
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
会
員
か
ら
ご
寄
付
頂
い
た
景
品
を

最
後
に
皆
で
、
抽
選
し
て
分
け
合
い
、

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
　
深
瀬
義
昭
）

吉
祥
寺
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る 

百
貨
店
ビ
ジ
ネ
ス 
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京
急
百
貨
店
も
地
域
に
密
着
し
た
商
法

が
効
を
奏
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
十
年
Ｊ
Ｒ
各
社
と
取
り

組
ん
だ
店
が
成
功
し
て
い
ま
す
。
高
島

屋
の
名
古
屋
店
、
大
丸
の
札
幌
店
、
伊

勢
丹
の
京
都
店
が
そ
の
例
で
す
。
こ
の

三
店
、
既
存
の
集
積
地
か
ら
離
れ
た
駅

前
に
出
店
し
、
多
く
の
来
店
者
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。
全
体
の
趨
勢
と
は
別

に
、
健
闘
し
て
い
る
店
も
沢
山
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

消
費
者
の
関
心
事
は
旅
行
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
グ
ル
メ
、
健
康
、
美
容

吉
祥
寺
店
も
、
昨
年
の
九
月
に
千
件

の
聞
き
取
り
、
グ
ル
ー
プ
調
査
を
実

施
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、
吉

祥
寺
の
街
が
好
き
で
、
そ
こ
に
住
み
た

い
と
思
う
人
が
多
く
、
消
費
者
と
し
て

の
関
心
事
は
、
旅
行
、
フ
ァ
シ
ョ
ン
、
グ

ル
メ
、
健
康
、
美
容
等
。
生
活
意
識
の

調
査
で
は
住
環
境
は
機
能
的
で
快
適
で

あ
る
こ
と
が
重
要
と
住
ま
い
に
こ
だ
わ

る
人
が
多
か
っ
た
の
が
注
目
さ
れ
た
と

の
こ
と
。

半
径
五
キ
ロ
の
商
圏
内
に
百
万
人
が

住
む
吉
祥
寺
。
浜
田
山
や
大
泉
学
園
か

ら
の
来
訪
者
も
多
く
、
彼
ら
は
吉
祥
寺

の
街
全
体
を
シ
ョ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
と
見

て
、
回
遊
し
、
大
型
店
、
専
門
店
、
各

個
店
を
上
手
に
使
い
分
け
て
い
ま
す
。
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先
年
、「
メ
タ
ボ
」（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
）
と
い
う
言

葉
が
流
行
語
大
賞
を
受
賞
、
Ｃ
Ｍ
に
も
頻
繁
に
登
場
し
、
大
抵

の
方
が
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
前
号
に
て
、
肥
満
か
ら
ド
ミ
ノ
倒
し
の
ご
と
く
心

筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
が
発
病
す
る
お
話
を
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
同
程
度
の
肥
満
で
も
高
血
圧
や
糖
尿
病
を
発
病
す
る
方

も
い
れ
ば
し
な
い
方
も
い
ま
す
。
以
前
は
、
単
純
に
肥
満
＝
体

重
が
多
い
こ
と
が
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
調
べ
て
み
る
と
生
活
習
慣
病
に
な
り
や
す
い

肥
満
と
な
り
に
く
い
肥
満
が
あ
る
の
が
判
っ
て
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
手
足
や
お
尻
な
ど
の
皮
下
に
脂
肪
が
蓄
積
す
る
肥

満（
皮
下
脂
肪
型
）で
は
生
活
習
慣
病
に
な
り
に
く
く
、
逆
に
、

内
臓
周
囲
、
つ
ま
り
、
お
な
か
周
り
の
腹
筋
の
内
側
に
脂
肪
が

蓄
積
す
る
肥
満（
内
臓
脂
肪
型
）で
は
た
と
え
体
重
が
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
く
と
も
生
活
習
慣
病
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
判
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
内
臓
脂
肪
型
肥
満
の
た
め
①
高

血
圧
、
②
糖
尿
病
、
③
高
脂
血
症
の
う
ち
二
つ
以
上
を
発
病
し

て
い
る
人
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ち

な
み
に
腹
囲
径
で
男
性
85
cm
以
上
、
女
性
90
cm
以
上
が
内
臓

脂
肪
蓄
積
の
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
と
く
に

メ
タ
ボ
の
方
は
ド
ミ
ノ
倒
し
に
よ
り
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
を

発
病
し
や
す
い
方
々
な
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
、
平
成
20
年
度

よ
り
メ
タ
ボ
の
早
期
発
見
早
期
治
療
を
目
的
と
し
た
特
定
健

診
を
始
め
た
わ
け
で
す
。

協
力
　
高
松
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
三
鷹
健
診
セ
ン
タ
ー
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まちかど情報 武蔵野・三鷹・小金井 まちかど情報 武蔵野・三鷹・小金井 

今
年
は
小
金
井
市
制
五
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
、
小
金
井
薪
能
の
創
立
に
か
か
わ
っ
た
林
望
氏
、

津
村
禮
次
郎
師
に
よ
る
■ 

桜
の
名
所
小
金
井
■ 

を
イ
メ
ー

ジ
し
、
■ 

自
然
を
大
切
に
■ 

の
願
い
を
込
め
た
創
作
能

「
黄
金
桜
（
こ
が
ね
さ
く
ら
）」
を
初
公
演
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
慌
た
だ
し
さ
を
忘
れ
、
幽
玄
の
美
を
心
ゆ
く

ま
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）
８
月
17
日
（
日
）

開
場
　
午
後
５
時
　
　
開
演
　
午
後
５
時
30
分

小
金
井
公
園
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
前

（
雨
天
時
は
中
央
大
学
附
属
高
等
学
校
講
堂
に
変
更
し
ま
す
）

◆
お
話
　「
黄
金
桜
（
こ
が
ね
さ
く
ら
）
と
い
う
能
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
作
家
　
林
　
望

　
　
　
　
　
30
周
年
記
念
創
作
能
　
初
公
演

◆
能
　
　「
黄
金
桜
（
こ
が
ね
さ
く
ら
）
」

　
　
　
　
　
津
村
禮
次
郎
　
桑
田
貴
志
　
ほ
か

　
　
　
　
　
林
　
望
　
作
詞
　
津
村
禮
次
郎
　
作
曲
・
作
舞

◆
狂
言
　「
末
広
か
り
（
す
え
ひ
ろ
）」

　
　
　
　
　
　
野
村
萬
斎
　
高
野
和
憲
ほ
か

Ｓ
席
　
　
　
　
６
０
０
０
円
（
全
自
由
席
）

Ａ
席
　
　
　
　
４
０
０
０
円
（
全
自
由
席
）

Ａ
席
学
生
券
　
２
０
０
０
円
（
全
自
由
席
・
高
校
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

以
下
小
学
生
ま
で
）

発
売
日
　
６
月
23
日
よ
り
下
記
の
販
売
窓
口
に
て
発
売

〈
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
窓
口
〉

　
Ｊ
Ｒ
武
蔵
小
金
井
駅
　
み
ど
り
の
窓
口

　
Ｊ
Ｒ
東
小
金
井
駅
　
　
み
ど
り
の
窓
口

　
Ｊ
Ｒ
国
分
寺
駅
　
　
　
み
ど
り
の
窓
口

　
電
子
チ
ケ
ッ
ト
「
ぴ
あ
」
取
扱
店

　
　
●

未
就
学
児
童
の
入
場
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

平
成
20
年
８
月
20
日
（
水
）
〜
24
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
午
後
３
時
ま
で
）

三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　「
東
京
多
摩
美
術
工
芸
展
」は
、
主
に
多
摩
地
域
で
芸
術

文
化
活
動
を
す
る
団
体
及
び
市
民
の
交
流
と
連
携
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
　
催
　
東
京
多
摩
美
術
工
芸
展
実
行
委
員
会

　
共
　
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
西
東
京
文
化
協
会

　
主
　
管
　
三
鷹
市
芸
術
文
化
協
会

　
　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
小
金
井
市
文
化
協
会

　
助
　
成
　（
財
）
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会
　

　
　
　
　
　
多
摩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
後
　
援
　
小
金
井
市
教
育
委
員
会
・

　
　
　
　
　
三
鷹
市
教
育
委
員
会

第
12
回  

東
京
多
摩
美
術
工
芸
展

三
十
周
年
記
念
「
小
金
井
薪
能
」

8
月
17
日（
日
）
小
金
井
公
園
　

８
月
９
日
（
土
）
10
日
（
日
）
開
催

両
日
と
も
午
後
６
時
〜
９
時
ま
で

今
年
の
『
三
鷹
阿
波
お
ど
り
』
は
、
例
年
よ
り
も
早
い

８
月
９
日
（
土
）
10
日
（
日
）
に
開
か
れ
ま
す
。

い
ま
や
三
鷹
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
た
阿
波
お
ど
り

は
、
三
鷹
駅
南
口
か
ら
南
に
伸
び
る
中
央
通
り
が
メ
イ
ン

会
場
と
な
り
ま
す
。

第
41
回  

三
鷹
阿
波
お
ど
り
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劇団前進座株式会社

たかはし あ き

高橋　亜紀 さん

　　　  その51

（吉祥寺南支部）

宮城県仙台市出身
33歳
調理師資格を持つ大の料
理好きです。

歌
舞
伎
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ま
で

演
じ
る
前
進
座
の
大
型
女
優

劇
団
前
進
座
の
女
優
、
高
橋
亜
紀
さ
ん
は
高
校
時
代
か
ら
宝
塚
や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台
を
目
指
し
て
レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

前
進
座
養
成
所
で
芝
居
を
勉
強
し
た
あ
と
、
女
性
で
も
歌
舞
伎
が
で

き
る
前
進
座
に
入
団
、
観
る
人
の
心
に
残
る
芝
居
を
目
標
に
演
じ
て

い
ま
す
。

水
泳
と
宝
塚
音
楽
学
校
受
験

に
熱
中
し
た
高
校
時
代

吉
祥
寺
南
町
の
前
進
座
事
務

所
で
高
橋
亜
紀
さ
ん
に
会
っ
た

と
き
、「
劇
団
一
の
大
型
女
優
で

す
。」
と
笑
顔
で
自
己
紹
介
を
さ

れ
ま
し
た
。
身
長
170
セ
ン
チ
の

ふ
っ
く
ら
と
し
た
女
優
さ
ん
で

す
。宮

城
県
仙
台
市
で
過
ご
し
た

中
学
・
高
校
時
代
は
水
泳
部
の
選

手
と
し
て
県
大
会
、
さ
ら
に
東
北

大
会
で
活
躍
し
ま
し
た
が
、
高
校

２
年
の
春
に
宝
塚
フ
ァ
ン
の
友
人

と
仙
台
公
演
を
観
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
宝
塚
音
楽
学
校
受
験
を

決
め
た
そ
う
で
す
。
小
さ
い
と
き

か
ら
続
け
て
い
た
ピ
ア
ノ
に
加

え
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
や
モ
ダ

ン
バ
レ
エ
を
習
い
、
声
楽
は
宝
塚

の
生
徒
も
教
え
た
事
の
あ
る
先
生

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
受
験
期
の

日
常
は
、
朝
自
宅
か
ら
学
校
ま
で
自

転
車
で
45
分
走
り
、
放
課
後
は
水
泳

部
で
６
〜
７
０
０
０
メ
ー
ト
ル
泳

い
で
か
ら
バ
レ
エ
の
レ
ッ
ス
ン
、

夜
道
を
自
転
車
を
こ
い
で
帰
宅

す
る
と
い
う
相
当
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
毎
日
で
「
当
時
は
今
よ
り

か
な
り
痩
せ
て
い
た
」
そ
う
で
す
。

宝
塚
受
験
は
「
東
の
東
大
、
西

の
宝
塚
」
と
い
わ
れ
る
難
関
に
加

え
て
、
そ
の
年
の
受
験
は
48
倍
の

狭
き
門
と
な
り
、
残
念
な
が
ら
合

格
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

舞
台
へ
の
夢
は
変
わ
る
こ
と
な

く
、
上
京
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス

ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
、
芝

居
の
勉
強
を
す
る
た
め
前

進
座
養
成
所
に
通
っ
た
こ

と
か
ら
入
団
へ
と
繋
が
り

ま
す
。

　「
観
た
人
の
心
に
残
る

　
お
芝
居
を
し
た
い
」

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
目
指

し
た
高
橋
さ
ん
で
し
た
が
、

前
進
座
養
成
所
の
卒
業
公

演
『
が
っ
ぽ
う
』
で
鎌
倉
時

代
の
悪
人
の
男
役
を
演
じ

た
面
白
さ
か
ら
「
女
性
で

歌
舞
伎
が
で
き
る
の
は
前
進
座
だ

け
」
と
急
遽
入
団
試
験
に
応
募
、

見
事
合
格
し
ま
し
た
。

前
進
座
は
株
式
会
社
な
の
で
、

劇
団
員
は
社
員
と
し
て
舞
台
に
出

な
い
と
き
は
営
業
を
し
ま
す
。
高

橋
さ
ん
も
始
め
は
営
業
活
動
で
さ

ま
ざ
ま
な
方
に
会
い
、
付
き
人
の

仕
事
で
は
テ
レ
ビ
や
映
画
の
現
場

を
見
て
覚
え
る
こ
と
が
多
い
も
の

の
、
舞
台
に
立
ち
た
い
と
い
う
焦

り
や
葛
藤
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

初
舞
台
は
入
団
か
ら
７
ヵ
月

後
、
宮
沢
賢
治
の
『
貝
の
火
』
を

子
供
向
け
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
し
た

「
ホ
モ
イ
の
涙
」
で
、
雲
雀
の
お

母
さ
ん
役
で
し
た
。
ソ
ロ
で
歌
う

場
面
は
得
意
の
は
ず
な
の
に
、
音

程
を
外
す
な
ど
思
い
が
け
な
い
失

敗
が
あ
り
、
先
輩
か
ら
「
音
楽
優

先
で
は
な
く
、
芝
居
の
役
の
気
持

ち
で
歌
う
よ
う
に
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
10
年
、
全
国
津
々

浦
々
を
回
る
巡
回
公
演
で
各
地
の

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
考
え
方
に

触
れ
、
多
く
の
役
を
演
じ
て
き
た

高
橋
さ
ん
は
「
観
客
に
言
葉
を
明

確
に
伝
え
、
ず
っ
し
り
と
心
に
残

る
お
芝
居
を
し
た
い
」
と
語
り
ま

す
。
演
劇
の
デ
パ
ー
ト
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
演
目
が
幅
広
い
前
進
座

で
、
日
舞
や
長
唄
・
三
味
線
の
稽

古
も
含
め
絶
え
ず
勉
強
を
続
け
る

高
橋
亜
紀
さ
ん
が
、
さ
ら
に
大
輪

の
女
優
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

前
進
座
　
十
月
公
演

「
解
脱
衣
楓
累
（
げ
だ
つ
の
き
ぬ

も
み
じ
が
さ
ね
）」

■
10
月
10
日
（
金
）
〜
20
日
（
月
）

　
吉
祥
寺
・
前
進
座
劇
場

■
10
月
22
日
（
水
）
〜
25
日
（
土
）

　
浅
草
公
会
堂
　

連
絡
先
　
前
進
座
東
京
営
業
所

　
０
４
２
２
―
49
―
２
８
１
１
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第５１走者　

次
回
は
高
橋
知
子
さ
ん

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
す
。

山 

本
　
知 

章

（
吉
祥
寺
北
第
二
支
部
）

大
型
二
輪
免
許
を
取
得
、

１
１
０
０
㏄
バ
イ
ク
で

北
海
道
一
人
旅
２
０
０
０
キ
ロ

▲念願の北海道一人旅

35
歳
で
オ
ー
ト
バ
イ
の

中
型
免
許

今
年
で
55
歳
（
前
期
高
齢
者

の
仲
間
入
り
？
）
に
な
り
ま
し

た
。
あ
え
て
人
様
に
お
話
し
す

る
よ
う
な
内
容
も
無
い
私
で
す

が
、
他
人
か
ら
見
れ
ば
実
に
ば

か
ば
か
し
い
こ
と
を
本
人
は
一

生
懸
命
、
し
か
も
命
が
け

（
ち
ょ
っ
と
オ
ー
バ
ー
！
）
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
。

５
年
前
、
ち
ょ
う
ど
50
歳
の

と
き
に
「
大
型
の
自
動
二
輪
免

許
」
を
取
得
し
ま
し
た
。
昔
風

に
い
え
ば
「
限
定
解
除
」
と
い

う
免
許
で
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
ら

ど
ん
な
大
型
で
も
乗
れ
る
、
バ

イ
ク
乗
り
に
と
っ
て
は
憧
れ
の

免
許
で
す
。
私
が
高
校
生
の
頃

は
「
自
動
二
輪
」
と
い
う
免
許

で
、
警
察
の
試
験
場
で
ス
ク
ー

タ
ー
み
た
い
な
バ
イ
ク
を
ち
ょ

こ
っ
と
乗
り
こ
な
せ
ば
取
得
で

き
た
免
許
で
し
た
。

当
時
そ
の
試
験
を
受
け
る
勇

気
が
な
か
っ
た
ば
か
り
に
、
大

人
に
な
っ
て
も
道
行
く
大
型
バ

イ
ク
を
見
る
と
乗
っ
て
い
る
人

が
羨
ま
し
く
、
か
つ
自
分
が
乗

れ
な
い
も
ど
か
し
さ
と
い
う
か

寂
し
さ
を
い
つ
も
感
じ
て
い
ま

し
た
。
35
歳
の
と
き
一
念
発
起

し
て
中
型
（
400
㏄
ま
で
）
の
免

許
を
取
り
に
教
習
所
に
通
い
、

仮
免
の
試
験
の
と
き
坂
道
発
進

で
ギ
ア
を
間
違
え
て
バ
イ
ク
を

ぶ
っ
倒
す
大
チ
ョ
ン
ボ
を
や
ら

か
し
な
が
ら
も
、
何
と
か
取
得

し
ま
し
た
。

見
事
、
50
歳
半
で
大
型
自
動

二
輪
の
免
許
保
持
者
に

そ
の
後
は
バ
イ
ク
に
乗
る
こ

と
も
な
い
ま
ま
年
を
重
ね
て

い
た
あ
る
日
、
街
の
バ
イ
ク

屋
さ
ん
の
店
先
に
、
750
㏄
と

か
１
０
０
０
㏄
以
上
の
大
型

バ
イ
ク
が
威
風
堂
々
飾
っ
て
あ

り
、「
か
っ
こ
い
い
な
〜
」
と
見

て
い
る
と
、
突
然
も
う
一
人
の

自
分
が
「
お

前
に
は
（
免

許
が
無
い
か

ら
）乗
れ
な
い

ん
だ
よ
！
」

と
意
地
悪
く

つ
ぶ
や
い
た

の
で
す
。
そ

れ
か
ら
と
い

う
も
の
大
型

バ
イ
ク
が
通

り
過
ぎ
る
度

に
「
あ
い
つ

に
乗
れ
て
何

で
俺
に
は
乗

れ
な
い
ん

だ
！
（
す
み

ま
せ
ん
、
知
ら
な
い
人
つ
か
ま

え
て
）」と
負
け
ず
嫌
い
が
頭
を

も
た
げ
、
50
歳
の
秋
、
再
び
教

習
所
の
受
付
の
前
に
立
っ
て
い

ま
し
た
。

何
せ
35
歳
か
ら
ほ
と
ん
ど
バ

イ
ク
に
乗
っ
て
お
ら
ず
初
心
者

同
様
の
オ
ヤ
ジ
に
、
教
官
は
容

赦
な
く「
ハ
イ
、
つ
い
て
来
て
」、

「
エ
ッ
、
も
う
乗
る
ん
で
す

か
？
」
ド
ギ
マ
ギ
し
て
い
る
う

ち
に
、
大
型
免
許
取
得
へ
の
汗

と
涙
の
感
動
の
ド
ラ
マ（
自
分

だ
け
で
思
っ
て
い
る
）
の
幕
が

切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
や

り
だ
し
た
か
ら
に
は
何
が
何
で

も
、
と
自
分
で
も
信
じ
ら
れ
な

い
頑
張
り
で
、
見
事
50
歳
半
ば

に
し
て
大
型
自
動
二
輪
の
免
許

保
持
者
に
な
り
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
こ
の
愚
拳
に
お
よ
ん
だ
の

は
「
50
歳
ま
で
に
北
海
道
を
一

人
で
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
し
た

い
！
」
と
い
う
若
い
頃
か
ら
の

夢
で
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
半
年

余
り
で
、
家
族
の
猛
反
対
を
押

し
切
っ
て
、
１
１
０
０
㏄
の
バ

イ
ク
に
ま
た
が
り
念
願
の
北
海

道
一
人
旅
、
８
日
間
２
０
０
０

㌔
を
走
破
し
て
き
ま
し
た
。

も
う
誌
面
が
あ
り
ま
せ
ん
、

今
で
も
、
バ
イ
ク
に
乗
る
た

め
に
毎
日
、
腹
筋
・
背
筋
そ
れ

に
腕
立
て
100
回
や
っ
て
い
る
。

■ 

チ
ョ
イ
ワ
ル
■ 

ど
こ
ろ
か

■ 

バ
カ
オ
ヤ
ジ
■ 

の
バ
イ
ク
奮

闘
記
は
こ
の
へ
ん
で
終
わ
り
に

し
ま
す
。
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中村靖之介 
吉祥寺南支部 

劇団前進座 俳優 

 

 
 

住澤  勝吉 氏 
  

株式会社　丸住産業 
代表取締役 

〒 181 －0016   
三鷹市深大寺3－7－2 
ＴＥＬ　0422－34－1301 
FAX　0422－34－1346 

三鷹第四支部　副支部長 

昭和21年11月18日生まれ 

 

 

●靖之介の一口感想● 
立ち廻りで使う刀は固い木を刃の形に
して銀紙を張り光沢を出すから本物に見
える。経験不足の女優さんは大変怖がり
相手に打ち込む時に目を瞑ってしまい打
ち込まれる方が逆に怖くなる。舞台の立
ち廻りよろしく盗人を捕まえた住澤さん
私は「住澤勝吉多為奘」と命名します。 

 

ぬすっと 

▲警察署から頂いたメダル（胸）

―
健
康
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

住
澤
　
私
は
小
さ
い
と
き
か
ら
体

が
弱
く
て
…
小
学
１
年
生
の
時
に

30
日
間
休
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
…

母
に
は
大
変
苦
労
を
か
け
ま
し
た

…
で
も
中
学
で
は
剣
道
部
の
副
主

将
を
務
め
る
ほ
ど
健
康
に
な
り
…

主
将
よ
り
強
い
と
評
判
で
し
た

―
そ
の
剣
術
が
大
い
に
役
立
つ
よ

う
に
な
ら
れ
た
？

住
澤
　
そ
う
で
す
。
本
当
は
弁
護

士
か
捜
査
検
事
を
し
た
か
っ
た
の

で
す
が
…
大
学
在
学
中
に
司
法
試

験
の
勉
強
を
し
て
…
残
念
な
が
ら

剣
道
は
泥
棒
を
取
押
え
る
腕
前
、

最
近
は
早
朝 

野
川
で
腹
筋
２
０
０
０
回
！

試
験
に
は
受
か
ら
な
か
っ
た
…
今

思
え
ば
金
儲
け
だ
け
の
為
の
弁
護

士
家
業
に
な
ら
な
く
て
か
え
っ
て

良
か
っ
た
（
笑
）

― 

で
も
知
事
に
な
っ
た
か
も

住
澤
　（
笑
）
そ
の
後
は
警
備
員
の

仕
事
を
し
な
が
ら
司
法
試
験
の
勉

強
を
し
ま
し
た

― 

犯
罪
を
防
ぐ
大
切
な
お
仕
事

住
澤
　
そ
れ
に
は
厳
し
い
資
格
が

必
要
な
の
で
す
。
毎
年
新
人
は
30

住
澤
　
（
笑
）

昭
和
50
年
４

月
で
し
た
。

三
鷹
第
四
小

学
校
の
警
備

に
当
た
っ
て

い
た
と
き
に

理
科
室
の
方

向
で
音
が
し

て
い
っ
て
み

る
と
男
が
一
人
窓
の
ガ
ラ
ス
を
壊

し
て
侵
入
し
て
い
た
。
取
っ
て
返

し
て
野
球
の
バ
ッ
ト
を
持
ち
相
手

に
突
き
つ
け
警
備
員
室
に
引
っ

張
っ
て
来
て
警
察
に
電
話
を
し
て

い
る
と
後
ろ
か
ら
掛
か
っ
て
く
る

気
配
を
感
じ
て
振
り
返
る
と
彼
は

隠
し
持
っ
て
い
た
武
器
を
翳
し
て

打
っ
て
き
た
…
。
一
瞬
に
し
て
相

手
の
武
器
を
た
た
き
落
と
し
て
取

り
上
げ
警
察
に
突
き
出
し
ま
し
た

― 

舞
台
の
立
ち
廻
り
の
様
！

住
澤
　（
笑
）
剣
道
も
し
て
い
た
か

ら
木
刀
も
使
え
ま
す
が
バ
ッ
ト
の

ほ
う
が
有
利
だ
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
（
笑
）

― 

表
彰
も
の
で
す
ね
！

住
澤
　
警
察
署
か
ら
感
謝
状
と
メ

ダ
ル
と
石
鹸
一
箱
有
り
難
く
頂
戴

し
ま
し
た
（
笑
）

― 

こ
れ
か
ら
も
ご
健
康
で
！

住
澤
　
15
年
前
に
糖
尿
と
不
整
脈

が
見
つ
か
り
そ
れ
を
克
服
し
よ
う

と
始
め
た
の
が
腹
筋
運
動
で
す
。

最
初
は
野
川
公
園
の
ベ
ン
チ
に
足

を
か
け
て
始
め
ま
し
た
が
20
回
位

し
か
出
来
な
か
っ
た
…
今
は
朝
４

時
半
に
起
き
て
、
55
回
を
１
セ
ッ

ト
で
40
回
…
毎
日
１
時
間
半
…
２

０
０
０
回
行
い
ま
す

― 

ギ
ネ
ス
も
の
で
す
！

住
澤
　
死
ぬ
ま
で
続
け
て
ギ
ネ
ス

に
載
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
（
笑
）

時
間
、
現
役
で
も
16
時
間
は
勉
強

し
な
け
れ
ば
…
警
察
か
ら
も
教
官

が
く
る
。
私
は
以
前
警
備
員
指
導

教
育
責
任
者
の
資
格
を
持
っ
て
い

ま
し
た

― 

頼
も
し
い
！

住
澤
　（
笑
）
そ
の
職
業
で
働
い
て

い
る
人
達
の
た
め
に
全
国
一
般
労

働
組
合
の
活
動
も
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
ア
メ
リ
カ
式
の
合
同
労
組
で

個
人
加
盟
の
組
合
で
役
員
を
勤
め

ま
し
た

― 

全
て
に
強
者
で
…

住
澤
　（
笑
）
今
は
不
動
産
業
で
す

が
警
備
員
の
時
代
に
泥
棒
を
捕
ま
え

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

― 

そ
の
武
勇
伝
を
是
非
！
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◎ 連載『私の歩いてきた道』は、人生のベテランの方々にその半生を聞くコーナーです。対象年齢70歳以上。
　 自薦他薦お待ちしております。 （広報委員会）

も
り
や

み
つ
よ
し

森
屋
　
光
吉
　

さ
ん

小
金
井
西
支
部

昭
和
33
年「
カ
ネ
モ
リ
」の
前
身

　
　「
太
平
金
物
建
材
」を
創
業

その21の　21

父
の
戦
死
か
ら
長
男
と
し
て
家
族

を
支
え
、二
十
歳
で
創
業

小
金
井
市
の
住
宅
建
設
資
材
の
総
合
販
売
会
社
カ
ネ
モ
リ
の
社
長

森
屋
光
吉
さ
ん
は
、
父
を
戦
争
で
亡
く
し
た
あ
と
、
中
学
生
の
と

き
に
は
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
家
族
の
食
料
の
調
達
も
し
た
そ
う

で
す
。
終
戦
後
の
困
難
な
時
期
か
ら
、
二
十
歳
で
創
業
す
る
ま
で

を
伺
い
ま
し
た
。

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
は

港
区
新
橋
で
過
ご
す

　
生
ま
れ
た
の
は
杉
並
区
下
高
井

戸
で
、
父
は
窯
業
建
材
を
扱
う
会

社
を
し
て
い
ま
し
た
。
戦
争
に
召

集
さ
れ
、
運
転
が
で
き
た
た
め
か

戦
車
隊
に
配
属
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
終
戦
間
近
に
千
島
で
「
人
間

魚
雷
」
と
し
て
出
撃
し
た
そ
う

で
、
復
員
し
た
方
に
よ
る
と
、
命

日
は
昭
和
20
年
８
月
８
日
で
す
。

　
小
学
２
年
の
私
を
頭
に
、
一
番

下
は
ま
だ
赤
ん
坊
の
４
人
の
子
供

を
抱
え
て
母
は
未
亡
人
と
な
っ
た

わ
け
で
す
。
高
井
戸
の
家
を
売
っ

た
お
金
で
新
橋
に
木
造
三
階
建
て

の
家
が
買
え
た
の
で
移
り
住
み
、

私
が
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
過
ご

し
ま
し
た
。

　
愛
宕
中
学
の
こ
ろ
は
、
悪
い
こ

と
も
し
ま
し
た
ね
ぇ
。
新
橋
は
飲

み
屋
が
多
い
の
で
、

店
の
外
に
置
い
て

あ
る
一
升
瓶
の
空

き
瓶
を
勝
手
に
集

め
、
売
っ
て
お
金

に
換
え
た
り
し
て

ね
。
小
遣
い
稼
ぎ

と
い
う
よ
り
、
長

男
で
す
か
ら
母
親

の
負
担
を
少
し
で

も
軽
く
し
た
か
っ

た
ん
で
す
ね
。

　
食
糧
不
足
の
時

代
で
す
か
ら
、
小

金
井
に
住
む
母
方
の
親
戚
を
頼
っ
て

土
曜
日
の
夜
に
国
電
で
国
分
寺
駅
ま

で
行
き
、
あ
と
は
真
っ
暗
な
道
を
歩

き
ま
し
た
。
翌
日
は
草
む
し
り
を
手

伝
っ
た
り
し
て
、
リ
ュ
ッ
ク
に
サ
ツ

マ
イ
モ
を
詰
め
て
帰
り
ま
し
た
が
、

イ
モ
は
先
が
尖
っ
て
い
る
の
で

リ
ュ
ッ
ク
の
中
身
が
一
目
で
判
り
ま

す
。
友
達
に
会
う
と
恥
か
し
い
の

で
、
１
つ
前
の
駅
で
降
り
て
歩
い

て
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
方
は
、
お
下
が
り

の
ス
ケ
ー
ト
靴
を
貰
っ
た
の
で
、

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
し
ま
し
た
。

ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
ス
ケ
ー
ト
靴
で
す
か

ら
ス
ピ
ー
ド
が
出
な
く
て
、
試
合

に
は
出
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
で

す
。
そ
ん
な
縁
も
あ
り
今
は
家
族

全
員
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
が
好
き

で
、
孫
も
東
村
山
の
リ
ン
ク
に

通
っ
て
い
ま
す
。

出
勤
前
に
作
業
現
場
に
建
築
金

物
を
調
達
、
独
立
へ

　
商
業
高
校
を
卒
業
前
に
就
職
活

動
し
数
社
の
中
に
信
用
金
庫
で
採

用
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
知
ら
さ
れ
ず

も
と
父
が
経
営
し
て
い
た
会
社
へ

「
親
戚
で
も
あ
り
手
伝
っ
て
欲
し

い
」
母
の
勧
め
で
入
社
、
研
修
を

終
え
国
分
寺
支
店
に
配
属
さ
れ
た

勤
め
帰
り
匠
技
術
へ
の
興
味
か
ら

工
務
店
作
業
場
を
見
学
、
ふ
と
眼

に
つ
い
た
釘
樽
に
カ
ン
ナ
屑
、
オ

ガ
屑
（
大
鋸
屑
）
が
入
っ
た
釘
は

湿
気
と
共
に
真
赤
に
錆
び
た
釘
。

　
新
築
住
宅
で
錆
釘
は
お
施
主
さ

ん
に
は「
い
い
印
象
は
な
い
」。
気

付
い
た
ら
釘
樽
の
掃
除
を
始
め
て

い
た
。
掃
除
に
時
間
が
掛
っ
た
。

　
そ
れ
を
見
て
い
た
棟
梁
「
こ
の

釘
が
少
な
い
持
っ
て
き
て
く
れ
」

何
と
注
文
を
貰
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
神
田
の
金
物
問
屋
に
行
け
ば
あ

る
と
聞
き
、
夜
明
け
と
共
に
神
田

で
仕
入
れ
出
勤
前
作
業
場
に
納
入
、

や
が
て
ア
レ
コ
レ
注
文
が
増
え
、

紹
介
の
紹
介
で
掃
除
屋
と
ご
用
聞

き
、
会
社
勤
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
は

会
社
に
と
っ
て
大
変
迷
惑
な
話
。

　「
少
し
頑
張
れ
ば
独
立
で
き
る
」

と
工
務
店
の
棟
梁
に
押
さ
れ
て
昭

和
33
年
「
太
平
金
物
建
材
」
の
社

名
で
開
業
、
20
歳
春
で
し
た
。

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

創業の頃　社員と一緒にお花見を楽しむ



法人会の基本的指針
法人会はよき経営者をめざすものの団体として、会員の積

極的な自己啓発を支援し、納税意識の向上と企業経営および

社会の健全な発展に貢献します。

《法人会のキャッチフレーズ》

めざします　企業の繁栄と社会への貢献

ほうじん ｢むさしの｣ 8月号 
発行　社団法人　武蔵野法人会 
〒180-0006 
武蔵野市中町2－11－13（三鷹ビル3階） 

TEL. 0422-51-1441㈹ FAX. 0422-55-5544 
Ｅ-mail : mhoujin@parkcity.ne.jp 

武蔵野法人会会員総数＝3,916名 

加入率＝49.5％（2008年6月末現在） 

◆税金についてのご相談は… 
　事務局にご連絡下さい 

  （税理士　担当） 

◆法律についてのご相談は… 
 毎月第2火曜日 

  （小林顧問弁護士  担当） 

◆経営についてのご相談は… 
 毎月第4木曜日 

  （中小企業診断士  担当） 

会場　武蔵野法人会館 

時間　午後1時～4時 

※予約制です。事前に事務局まで 
　ご連絡ください。 

社団 
法人 武蔵野法人会事務局 
〒１８０-０００６  武蔵野市中町2-１１-１３  三鷹ビル3Ｆ 
TEL.0422（51）1441/FAX.0422（55）5544

武蔵野法人会に設けられた相談室。
無料です。好評です。お気軽にどうぞ！
法人会ならではのネットワークを活かして開設された、《無料

相談室》。既に多くの会員の皆さんにご利用頂いております。

http://www.musashinohojinkai.or.jp
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夏期経営者講座 

夏期経営者講座 

（2008年7月25日現在） 






